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注意：当該ドキュメントに記載されたガイダンスは 2012 年 11 月現在におけるリリース予定を反映したものです。当該ドキュメント

は詳細仕様書として編集されたものではなく、それぞれのシナリオや機能は、市場の変化やお客様の要請に基づき、追加されたり、変

更されたり、または優先順位を下げられる場合があります。



 

 

はじめに 

Microsoft Dynamics CRM は、企業がお客様を発見し、獲得し、そして維持するプロセスを一変させてしまう可能性を

備えた、生産性が高く、柔軟な CRM ソリューションです。マイクロソフトは、この Microsoft Dynamics CRM をもっ

て、カスタマー リレーションシップ マネジメント（CRM）ソフトウェアに革新と価値を継続的にお届けしています。現

在、４つのリリースが計画段階と開発段階にあります。次のリリースが 2012 年 12 月サービス アップデート（機能強化）

であり、その後、星や星座の名前の開発コードを冠した「Orion」、「Leo」、「Vega」と呼ばれるリリースが続きます。 

 

モットー 

私たちのモットーは、ビジネスアプリケーションを再創造し、

革新をもたらすことです。ビジネスアプリケーション、特に

CRM の領域においては、マイクロソフトは、自身の持つテクノ

ロジーの最も強力な統合者であります。私たちは、次の４つの

原則を守ることでモットーの実現を推進します ― 能動性、生産

性、遍在性（シームレス）、そして柔軟性です。これらの原則

が私たちの開発の投資先を方向付けます。 

 

開発投資対象領域 

Microsoft Dynamics CRM の開発において、マイクロソフトは、アプリケーション、エクスペリエンス、プラットフォ

ームの３つの柱に継続的に投資します。 

  

2012 年 12 月サービスアップデートには、３つの柱に対応した様々な革新と機能が含まれています。当該ドキュメント

は、Microsoft Dynamics CRM Online の 2012 年 12 月サービスアップデートに含まれる個々の投資領域に関する情報

が整理されています。このリリースの適用は 2012 年 12 月中旬に開始され、2013 年 1 月へ続きます。 
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主要な開発投資の概要 

下記に示す表が 2012 年 12 月サービスアップデートで Microsoft Dynamics CRM に加えられる強化ポイントをまとめ

ています。 

 

アプリケーションの領域における開発投資 

2012 年 12 月サービスアップデートでは、予め定義され、かつ再設定可能な業務プロセスと強化された担当者間のコラ

ボレーション機能を通して、効果的な営業業務とカスタマーサービス業務の実現に貢献する新しい営業・サービス機能が

加わります。 

 

あらかじめ定義され、かつ再設定可能な営業・サービス業務プロセス 

直ちにご利用を開始いただき、短期間で効果を実現できるよう、2012 年 12 月サービスアップデートは、潜在顧客、営

業案件、そしてサポート案件（ケース）の管理に関する 3 つの営業・サービス業務のプロセスを予め設定しています。こ

れらの業務プロセスは、業界のベストプラクティスに基づいて作成されており、営業・サービスの担当者の方々に気づき

と方向性を示唆します。担当者はこれに基づいて行動の優先順位づけを行い、より多くの商談をより短期間に成約したり、

お客様の満足度を上げたりすることができます。各々の業務プロセスは、「ステージ」と「ステップ」から成り立ってい

ます。 

 

「ステージ」は、成果を上げるために業務プロセスがクリアしなくてはならない関門とお考えください。「ステップ」は

推奨されるアクションや確認して記録すべき情報です。例えば、潜在顧客の管理プロセスにおいては、まず対象の顧客が

既知の顧客なのかどうなのか CRM システムに検索をかけることが一般的です。同様に、カスタマーサービスの業務領域

において冒頭に確認することは、お問い合わせのお客様のアイデンティティであり、新規のお問い合わせなのかそれとも

既存のお問い合わせに関する確認なのかということです。 

 

  



 

 

2012 年 12 月サービスアップデートは、登録済の取引先担当者や取引先

企業との突合せをさせるなど、いくつかの予め決められたステップを提供

します（このようなステップは CRM システム内のデータをクリーンに保

つ効果があります）。これは私たちマイクロソフトの「能動性」のモット

ーを体現するものです。ステージは１つ以上のステップで構成されます。

企業の業務プロセスにあわせて、ステージやステップは加えたり省いたり

することができます。これは私たちの「生産性」のモットーを体現するも

のです。 

 

チームでの営業 

2012 年 12 月サービスアップデートは、潜在顧客、取引先担当者、および取引先企業におい

て、キーパーソンや競合や営業チームのメンバーをトラックし管理するための追加機能が提

供されます。これにより誰が案件や潜在顧客にどのような役割で携わっているのかが一目で

わかるようになります。さらに Skype や Yammer との連携により、提案やプレゼンテーシ

ョンといった営業サイクルにおいて必要とされる重要な成果物の作成を円滑にする機能が提

供されます。 

 

エクスペリエンスの領域における開発投資 

Microsoft Dynamics CRM は先進的で親しみやすく魅力的なユーザーエクスペリエンスを提供できるように投資をして

います。私たちはユーザーへの浸透度にフォーカスしています。オフィスであろうと移動中であろうと、ユーザーが価値、

機会、そしてひらめきを見つけることができるアプリケーションとエクスペリエンスを作っています。 

 

2012 年 12 月サービスアップデートでは、Windows PC や Apple Macintosh コンピューター上の複数のブラウザで

Microsoft Dynamics CRM の利用が可能となる柔軟性が提供されます。マイクロソフトの非マイクロソフトプラットフ

ォームとの相互連動や広く利用される規格への対応による選択の推進の例です。 

 

ユーザーエクスペリエンスの刷新 

それは定義されたアウトプットに向けてユーザーが業務プロセスを遂行するための直観的なガイドです。それは従来の

「処理」をベースとした CRM アプリケーションから、プロセスとアウトプットに主眼をおいた道筋を提示するエクスペ

リエンスへの移行です。2012 年 12 月サービスアップデートにはじまるユーザーエクスペリエンスの刷新は、それぞれ

の企業組織が考える業務プロセスを視覚化します。 

 

ユーザーエクスペリエンスの刷新は営業とサービスの業務領域においてまずは適用されますが、将来のリリースにおいて

はこの領域が広まっていきます。 
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業務プロセスには各ステージが明確に示され、推奨されるステップを提示します。ユーザーはプロセスを進めたり後戻り

したりすることができ、そのたびに推奨されるステップのリストが新たに提示されます。 

 

2012 年 12 月サービスアップデートで導入される新しいユーザー

エクスペリエンスは、ユーザーへの情報提供と次のアクションの

推奨を順序だてて「平面化する」直観的でエキサイティングなア

プローチです。この刷新されたユーザーエクスペリエンスは、ク

リアで一貫性がありアクセスしやすい媒体に情報を整理すること

により、マイクロソフトが掲げる「能動性」と「生産性」をより

一層強化するエキサイティングなブレイクスルーです。さらに、

取引先企業と取引先担当者の住所情報は、マイクロソフトの決定支援エンジンである Bing でフォーム上にマップ表示さ

れます。 

 

2012 年 12 月サービスアップデートでは、既存のユーザー企業は、新たにアップデートされたユーザーエクスペリエン

スを利用するかどうかを選択できます。現在利用中のユーザーインターフェイス（クラッシックフォームとここではよび

ます）を継続利用することを希望するユーザー企業では、2012 年 12 月サービスアップデート適用後も従来どおりにシ

ステムを運用することができます。Microsoft Dynamics CRM Online の新規ユーザー企業には、アップデートされたユ

ーザーエクスペリエンスが標準でアクティブ化されますが、システムオプションの設定によりクラッシックフォームを利

用することを選択することも可能です。2012 年 12 月サービスアップデートでは、アップデートされたユーザーエクス

ペリエンスを潜在顧客、取引先担当者、取引先企業、営業案件、そしてサポート案件に提供します。今後、他のエンティ

ティにも適用を広げていきます。 

 

ソーシャル エクスペリエンス － コラボレーション 

従業員、協業するパートナー企業、お客様とのシンプルで効果的なコミュニケーションやコラボレーションの手段を実現

すべく、企業は常に新しい方法を模索しています。Yammer に代表される企業向けソーシャルネットワークは、この目

的の達成に非常にパワフルでかつシンプルな解を提供します。マイクロソフト、そして Microsoft Dynamics CRM は、

Yammer に非常に注力しています。2012 年 12 月サービ

スアップデートは、Microsoft Dynamics CRM 向けのソー

シャル機能層として Yammer を統合する第１段階となり

ます。Microsoft Dynamics CRM から Yammer にメッセ

ージをポストしたり、反対に Yammer から CRM にポスト

したりできるようになります。これらのメッセージは、

Microsoft Dynamics CRM のレコード、イベント、または

ドキュメントに関連づけることが可能です。Microsoft 

Dynamics CRM のユーザーは、潜在顧客、取引先企業、



 

 

取引先担当者、営業案件、サポート案件など、それぞれが関心を持っていたり、責任があったりする事項に関してフォロ

ーをすることができます。Yammer を使って、Microsoft Dynamics CRM ユーザーは、組織内の同僚やお客様、パート

ナー企業、または他の関係者とコラボレーションをすることが可能になります。これに加え、ユーザーは、Microsoft 

Dynamics CRM 内、Yammer のウェブまたはデスクトップアプリケーション、またはマイクロソフト（Windows 

Phone）、Apple（iOS）、Google（Android）といったモバイルデバイス上の Yammer アプリを使って、コミュニケー

ションをとることができます。 

 

Office 2013 との互換性 

Microsoft Outlook、Word、そして Excel といった使い慣れたツールを介して CRM 機能を提供するというコミットメン

トを遂行すべく、マイクロソフトは Microsoft Office 2013 との連携をサポートします。Microsoft Outlook 2013 につ

いても Outlook クライアントはサポートし、ユーザーアクションに応じた画面の変更といった機能を Outlook で提供し

ます。Microsoft Word 2013 の差し込み印刷・メールテンプレート機能もサポートされ、Microsoft Excel 2013 へデー

タをエクスポートし、分析やレポートに役立てることもサポートされます。Microsoft Office を利用いただき、日々予定

を管理したり、ドキュメントを作成したり、データ分析をしてくださっている数多くのユーザーの皆様の期待に沿ったユ

ーザーエクスペリエンスを提供し続けるというコミットメントを遂行しています。 

 

ブラウザとモバイル エクスペリエンス 

できる限り多くの組織に Microsoft Dynamics CRM を活用いただけるよう、マイクロソフトはサポートするブラウザを

増やし、Windows PC 上の Mozilla Firefox と Google Chrome（バージョンの制限は下記参照）を対象に含めます。

Macintosh デスクトップコンピュータで動く Firefox と Apple Safari もサポートされます。営業のユーザーの利用機能

では、Apple iPad タブレットで動く Safari もサポートされます。この iPad による営業向け機能は、社外での活動時間

の長い営業担当者の利用に柔軟性を与えます。 
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ブラウザサポートは Microsoft Dynamics CRM のすべての機能に適用され、一般ユーザーから管理者ユーザーの利用す

る機能まで含まれます。以下の表に、デバイス、OS、そしてブラウザのバージョンについての詳細をまとめます。 

 

 

プラットフォームの領域における開発投資 

Microsoft Dynamics CRM は容易な設定と調整が可能なソリューションフレームワークで、ビジネスに価値を素早く提

供します。Microsoft Dynamics CRM のプラットフォームは、データモデルの定義から永続性の統合、API アクセス、

ユーザーエクスペリエンス、そしてプログラミングパラダイムの提供まで、最新のオープンアーキテクチャに基づく宣言

型パラダイムを提供します。2012 年 12 月サービスアップデートでは、プラットフォームの機能にいくつかの強化が施

され、オープンでカスタマイズ可能で拡張ができるオンラインサービスの実現をさらに推進しています。 

 

Skype のうめこみ 

2012 年 12 月サービスアップデートでは、従業員とお客様の間

の容易なコラボレーションと対話を可能にする Skype のうめこ

みを初めて行います。ユーザーは CRM のフォームより、直接

外部発信（外部電話へ、または Skype へ）をすることができま

す。すでにサポートされている Microsoft Lync の統合に加え、

これによりコミュニケーションの選択肢が増えます。2012 年

12 月サービスアップデートでは、この機能を用いるためには、

ユーザーの PC に Skype アプリケーションがインストールされ

ている必要があります。将来のリリースにおいては、これは必須ではなくなる予定です。 

 

新しい大量データ API 

2012 年 12 月サービスアップデートでは、Microsoft Dynamics CRM Online に蓄えられるレコードを大量に作成、更

新、削除することを可能にする新しい大量データ API を導入します。この新しい API によりこれまでにないバッチ機能

が加わり、複数の新規作成、更新、作成を１つの Web サービスコールに束ねることを可能にします。開発者には、大量

のデータセットをプロセスする際のスループットの改善手段に加えていただけます。 

 

  

* Microsoft Dynamics CRM Online のみに有効です。 

** Internet Explorer 10 デスクトップバージョンを意味します。 

*** Microsoft Dynamics CRM Online では Internet Explorer 7 をサポートしません。 



 

 

信頼されるコンピューティングに関するアップデート 

マイクロソフトは継続して信頼されるコンピューティング（Trustworthy Computing）にコミットしており、Federal 

Information Processing Standard (FIPS 140-2)に適合しました。 

 

CRM Online のカスタムワークフローエンジン 

2012 年 12 月サービスアップデートにより、開発者は Microsoft Dynamics CRM Online 向けにもカスタム 

Microsoft .NET ワークフローアクティビティ アセンブリを作成することができるようになります。カスタムアセンブリ

は、開発後、Microsoft Dynamics CRM のソリューションパッケージの一部としてデプロイすることができます。カス

タムワークフローアクティビティが一度デプロイされますと、業務プロセス管理のためのワークフローエンジンの一部と

して利用することができます。この新しい強化により、開発者は Microsoft Dynamics CRM Online においてもオンプレ

ミスにおいても同じエクスペリエンスが可能になります。加えて、これにより組織は、外部データやカスタムアクション、

統合といったものを標準的な CRM 業務プロセスに持ち込むことができるようになります。 

 

まとめ 

マイクロソフトは、CRM に関してパワフルなビジョンを持っています。CRM は、つながっていて未来を見つめる企業を

形作り、実現します。それは、未来の成功企業であり、従業員、パートナー企業、そしてお客様が、適切なコンテクスト

で、あらゆるデバイスやチャネルを介してそれぞれが必要とするものにつながることができる企業です。私たちは、この

ような企業を”Dynamic Business”（躍動する企業）とよびます。2012 年 12 月サービスアップデートの提供に備える

にあたり、マイクロソフトはこの Dynamic Business のビジョンの実現にコミットし、強力なアプリケーション、すば

らしいエクスペリエンス、強固で柔軟なプラットフォームに継続して開発投資していきます。 

 

マイクロソフトは、営業、サービス、マーケティング領域の生産性と業務効率を最大化するアプリケーションを提供すべ

く継続して開発投資していきます。ユーザーの利用定着化が、CRM の費用対効果に大きな影響を与えます。ブラウザ、

Office、デバイス、プラットフォームをまたがるプロセスを中心においたユーザーエクスペリエンスは、そのコンテクス

トにおいて最適なエクスペリエンスの提供を可能にします。これらアプリケーションやエクスペリエンスの基盤にあるの

は、よりシンプルな拡張と導入オプションを可能にするプラットフォームの強化です。 

 

Microsoft Dynamics CRM はまさにエキサイティングな時を迎えています。今後も Microsoft Dynamics CRM が提供す

る革新とエキサイティングな機能を皆様にお伝えしていけることを楽しみにしています。 

 

Microsoft Dynamics CRM チーム 
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Microsoft Dynamics は、確かなビジネス判断を可能にする柔軟で統合されたビジネス管理ソリューションのシリーズで

す。Microsoft Dynamics は、既に使い慣れたマイクロソフトのソフトウェアと同様の操作性で、会計、顧客管理、生産

管理を自動化、円滑化し、ビジネスの成功をサポートします。 

 

日本 0120-889956 

世界共通 国番号 1 701-281-6500 

www.microsoft.com/dynamics 
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